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研究成果の概要（和文）：本研究は、乳がん治療であるドセタキセル療法による下肢浮腫の特徴を明らかにする
ことを目的に、下肢浮腫の実態と要因を明らかにするために後ろ向き観察研究を行い、明らかとなった要因を有
する乳がん患者の下肢浮腫の経過の特徴を明らかにするために前向き観察研究を行った。後ろ向き観察研究で
は、下肢浮腫の出現と乳がんのステージⅣとの間に関連がみられた。前向き観察研究では、浮腫が出現した対象
者に真皮下端の凹凸と、皮下組織との境界不明瞭化が超音波画像で腓骨頭下15cmに観察された。この超音波画像
所見は自覚症状およびその他の皮膚変化が出現する前に観察された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the characteristics of lower limb edema caused 
by docetaxel therapy, a breast cancer treatment. A retrospective observational study was conducted 
to clarify the actual state and causes of lower limb edema, and a prospective observational study 
was conducted to clarify the characteristics of the progression of lower limb edema in breast cancer
 patients with the identified factors. In the retrospective observational study, a correlation was 
found between the appearance of lower limb edema and stage IV breast cancer. In the prospective 
observational study, ultrasound images of subjects who had developed edema showed irregularities at 
the lower end of the dermis and unclear with the subcutaneous tissue 15 cm below the fibular head. 
These ultrasound image findings were observed before the appearance of subjective symptoms and other
 skin changes.

研究分野： がん看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はドセタキセル療法を受けた乳がん患者の下肢浮腫の実態を調査した初めての報告である。その結果、約
30%の患者に下肢浮腫が出現しており、その要因は、ステージⅣの乳がんであることが明らかになった。さら
に、ドセタキセルによる下肢浮腫が重症化したのはステージⅣの特徴であった。ステージⅣの患者には、超音波
診断装置を用いて腓骨頭下15cmを観察し、真皮下端の凹凸と、皮下組織との境界不明瞭化が観察された時点で圧
迫療法を開始することで下肢浮腫の重症化が予防できる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
乳がんの治療の一つにドセタキセル療法がある。ドセタキセルに特徴的な副作用として浮腫

が知られており、浮腫が重症化した場合は、化学療法の中止が余儀なくされる。しかし、乳がん
患者の浮腫は、これまで、リンパ節郭清や放射線療法による上肢のリンパ浮腫に焦点が当てられ
ており、機序が異なるドセタキセルによる浮腫にもリンパ浮腫のガイドラインが適用されてき
た。そこで、乳がん患者に対するドセタキセル療法の副作用としての浮腫を早期発見し、早期治
癒させるためのケアの確立を目指し、まずは、その実態を明らかにする必要がある。今回、ドセ
タキセルによる浮腫を特徴づけるために、リンパ節郭清や放射線治療などの影響を受けない下
肢に焦点を当てた。 
 
２．研究の目的 
1）ドセタキセル療法を受けた乳がん患者の下肢浮腫の実態と要因を明らかにする。 
2）明らかとなった要因を有する乳がん患者の下肢浮腫の経過の特徴を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
ドセタキセル療法を受けた乳がん患者の下肢浮腫の実態と要因を明らかにするために後ろ向

き観察研究を行い、明らかとなった要因を有する乳がん患者の下肢浮腫の経過の特徴を明らか
にするために前向き観察研究を行った。本研究は大学および調査施設の倫理委員会の承認を受
けて実施した。 
 
1）後ろ向き観察研究 
一国立病院で 2015 年 10 月から 2020 年 9 月にドセタキセル療法を受けた患者を対象に、下肢

浮腫の特徴は、下肢浮腫の出現率、出現時期、出現期間、出現部位、ケア、および浮腫の対処法
に関する教育について診療記録および質問紙より調査した。下肢浮腫の出現要因は、性別、年齢、
Body Mass Index、乳がんのステージ、ドセタキセル総投与量、化学療法の時期、薬剤の種類、
手術、リンパ節廓清、放射線治療、ドセタキセル療法中の貧血および低栄養の有無を診療記録よ
り調査した。下肢浮腫の有無の 2群間で単変量解析を行い、その後浮腫の出現の有無を従属変数
とするロジスティック回帰分析を行った。  
 
2）前向き観察研究 
一国立病院で 2020 年 9 月から 2021 年 9 月にドセタキセルの投与が開始となった乳がん患者

を対象に、外来でのドセタキセル投与開始から投与終了後 1カ月まで、ただし下肢浮腫が出現し
た場合は浮腫が消失するまでまたは投与後 6 カ月経過するまで追跡調査した。外来受診時に、
CTCAE（Common Terminology Criteria for Adverse Events）、圧痕検査、下腿周囲径、超音波画
像、自覚症状を観察した。後ろ向き研究で明らかとなった出現要因の保有者と非保有者の浮腫の
特徴を比較して所見を記述した。 
 
４．研究成果 
1）後ろ向き観察研究 
対象者 43 名中下肢浮腫は 13 名（30.2%）に観察された。下肢浮腫の出現時期はドセタキセル

投与 4 回目に最も多く 6名（46.2%）であった。下肢浮腫の出現期間は数週間と 1カ月がそれぞ
れ 4 名（30.8%）で多かった。下肢浮腫の出現部位は足背と下腿前面がそれぞれ 12 名（92.3%）
で多かった。ケア内容はリンパドレナージ、薬物療法であった。教育を受けたのは 5 名（38.5%）
であった。ロジスティック回帰分析の結果、下肢浮腫の出現と乳がんのステージⅣとの間に関連
がみられた（オッズ比 53.762、95%信頼区間 4.055-712.873、p=0.003）。 
 
2）前向き観察研究 
対象者 5 名中乳がんの病期がステージⅣの 2 名、ステージⅡの 1 名に下肢浮腫が出現した。

浮腫が出現した 3名全員に、真皮下端の凹凸と、皮下組織との境界不明瞭化が超音波画像で腓骨
頭下 15cm に観察された。この超音波画像所見は自覚症状およびその他の皮膚変化が出現する前
に観察された。またステージⅡの患者では下肢浮腫が Grade 2 であったのに対し、ステージⅣの
患者では 2名とも Grade 3 まで重症化していた。 
 
5．考察 
本研究はドセタキセル療法を受けた乳がん患者の下肢浮腫の実態を調査した初めての報告で

ある。その結果、約 30%の患者に下肢浮腫が出現しており、その要因は、ステージⅣの乳がんで
あることが明らかになった。さらに、ドセタキセルによる下肢浮腫が重症化したのはステージⅣ
の特徴であった。ステージⅣの患者には、超音波診断装置を用いて腓骨頭下 15cm を観察し、真
皮下端の凹凸と、皮下組織との境界不明瞭化が観察された時点で圧迫療法を開始することで下
肢浮腫の重症化が予防できる可能性が示唆された。 



 
6．結論 
ドセタキセル療法を受けた乳がん患者の下肢浮腫の出現要因は、ステージⅣのがんであった。

さらに、ステージⅣの乳がん患者の下肢浮腫は Grade3 まで重症化することが明らかになった。
今後は、ドセタキセル療法を受ける乳がん患者を対象に、超音波診断装置による下肢浮腫の早期
発見と圧迫療法を介入とした下肢浮腫の重症化予防の効果を検証する必要がある。 
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